
　

平
成
27
年
３
月
23
日
よ

り
、
新
た
な
特
許
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
特
許
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
略

称
：J-PlatPat

）
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。（
こ
れ
ま
で
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
特
許
電
子
図
書

館
は
廃
止
と
な
り
ま
す
）

　

特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
そ
の
略
称
に

表
れ
て
い
る
と
お
り
、
い
つ

で
も「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
っ

て
、
必
要
な
情
報
が
「
ぱ
っ

と
」
見
つ
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
目
指
し
、
知
財
戦
略
に

必
要
と
な
る
基
本
的
な
情
報

の
検
索
環
境
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
機
能
的
か
つ
シ

ン
プ
ル
な
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
備
え
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
に
新
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ

ン
ト
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

・
「
色
彩
」
「
音
」
等
の
新
し

い
タ
イ
プ
の
商
標
へ
の
対
応

・
Ｆ
タ
ー
ム
（
テ
キ
ス
ト
）

検
索
の
採
用

・
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
へ
の
簡
易

検
索
入
力
ボ
ッ
ク
ス
の
配
置

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
テ
ッ
プ
チ
ャ
ー

ト
等
の
採
用

・J
-
G
l
o
b
a
l

と
の
連
携

・
中
韓
文
献
翻
訳
・
検
索
シ

ス
テ
ム
へ
の
リ
ン
ク
等

　

よ
り
詳
細
な
情
報
や
最
新

情
報
に
つ
い
て
は
、
工
業
所

有
権
情
報
・
研
修
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
、
特
許
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
紹
介
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
図

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
）。
掲
載
内

容
は
、
随
時
更
新
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

現
在
開
催
中
の
特
許
・
情

報
フ
ェ
ア
（
11
月
５
日
～
７

日
）
に
お
き
ま
し
て
も
、
Ｊ

Ｐ
Ｏ
／
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
ブ
ー
ス

を
設
け
、
新
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｐ
Ｏ
は
７
日
に
、
日
本
国

特
許
庁
を
始
め
と
す
る
世
界

主
要
庁
の
取
組
に
関
す
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
４
の
中
で
、
新

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
予
定

で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
発
が
進

む
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
特
許

情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
Ｙ

Ｐ
Ａ
Ｔ
—
ｉ
２
」。
今
年
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
原
点
で
あ
る
国

内
情
報
を
対
象
に
し
た
、
検

索
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
に
加
え
、
数
多
く
要
望
が

あ
っ
た
新
機
能
を
紹
介
し
ま

す
。
評
価
情
報
を
搭
載
し
た

後
は
、
各
機
能
に
つ
い
て
、

米
国
、
中
国
、
Ｅ
Ｐ
／
Ｐ
Ｃ

Ｔ
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
、
ア
ジ
ア
、

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
日
本
語
で
簡
単

に
世
界
の
特
許
情
報
を
検
索

で
き
る
「
Ｊ
ａ
ｐ
ｉ
ｏ
世

界
特
許
情
報
全
文
サ
ー
ビ

ス
」
や
、
調
査
ス
キ
ル
や
特

許
法
の
知
識
を
底
上
げ
で
き

る「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
、
知
財
部
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
商
品
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
会
期
中
の
発
明
通
信

社
ブ
ー
ス
は
、
新
た
な
仲
間

達
で
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
営
業
所
の
若
き
救
世

主
、
上
野
健
吾
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
思
い
の
汗
か
き
男

子
！
『
の
ほ
ほ
ん
』
と
『
誠

実
』
を
あ
わ
せ
持
つ
ニ
コ
ニ

コ
ボ
ー
イ
で
す
。
東
京
営
業

部
か
ら
は
入
社
２
年
目
を
迎

え
た
３
名
。
右
か
ら
、
韓
流

大
好
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
思
い

の
星
祐
希
、
猫
大
好
き
！
テ

ニ
ス
が
趣
味
の
長
久
保
結

子
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
俳
優
と
同

姓
同
名
で
自
己
紹
介
で
は

ち
ょ
っ
と
お
得
な
渡
邊
謙
。

そ
し
て
事
業
企
画
部
期
待
の

ル
ー
キ
ー
、
新
潟
出
身
の
寒

が
り
石
黒
翔
。

　

発
明
通
信
社
ブ
ー
ス
に
て

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

出願人
最終特許率（％）

（前置審査・審判段階含む）
2012 年特許出願件数（件）

（参考として）
特許査定件数（件）

（前置審査・審判段階含む）
1 井関農機株式会社 97 449 320
2 株式会社ニューギン 96.9 460 591
3 リンナイ株式会社 94.5 236 241
4 ユニ・チャーム株式会社 92.7 352 332
5 トヨタ紡織株式会社 91.9 483 524
6 スズキ株式会社 90 698 288
7 株式会社日立メディコ 89.6 262 310
8 中国電力株式会社 89.2 596 867
9 大成建設株式会社 88.9 329 273

10 大王製紙株式会社 88.5 228 317
11 本田技研工業株式会社 88.4 3,172 3,743
12 株式会社小松製作所 87.6 267 416
13 ＪＦＥスチール株式会社 86.8 1,384 1,323
14 株式会社クボタ 86.7 591 517
15 株式会社吉野工業所 86.5 428 585
16 キヤノン株式会社 86.4 8,170 5,793
17 新日鐵住金株式会社 86 1,602 1,671
18 東京応化工業株式会社 85.6 232 250
19 日産自動車株式会社 85.5 2,125 2,068
20 三菱自動車工業株式会社 85.3 625 395
21 住友金属鉱山株式会社 84.8 354 257
22 株式会社三共 84.8 1,565 1,032

23 テレフオンアクチーボラゲット 
エル エム エリクソン（パブル） 84.6 274 571

24 日立金属株式会社 84.5 733 364
25 株式会社藤商事 84.2 395 320
26 住友ゴム工業株式会社 84.1 852 557
27 ヤマハ株式会社 84 456 626
28 タイヨーエレック株式会社 83.9 278 261
29 富士ゼロックス株式会社 83.4 1,744 1,608
30 三菱電機ホーム機器株式会社 83.4 248 246
31 マツダ株式会社 83.4 472 561

2014 年における特許登録率上位 30 位
（特許庁 HP 特許行政年次報告書 2014 年度版より当社編集）

年次報告書２０１４年の「特許制度利用上位企業※の出願・審査関連情報（共同出願人を含む）」から編集。（※特許査
定件数の上位２００社）
特許査定件数（前置審査※ 1・審判段階含む）特許庁の審査部・審判部において特許と判断されたものの合計。
最終特許率（前置審査・審判段階含む）
特許庁でなされた審査段階における特許査定件数に加え、前置審査において特許査定された件数、および審判請求成立
審決件数といった、拒絶査定不服審判請求後に特許になったものの結果を反映させたもの。  
２０１３年の最終特許率 ＝（２０１３年になされた特許査定件数（審査段階）＋２０１３年になされた前置特許査定
件数＋２０１３年になされた審判請求成立審決件数）／（２０１３年になされた特許査定件数（審査段階）＋２０１３
年になされた拒絶査定件数＋２０１３年になされた審査着手後の取下・放棄件数＋２０１３年になされた前置特許査定
件数＋２０１３年になされた審判請求成立審決件数＋２０１３年になされた審判請求棄却件数＋２０１３年になされた
審判段階での取下・放棄件数）    
備考：
・各企業のデータは、共同出願人となっているものも含めて暦年で計上している。
・外国出願人において、複数の識別番号を有する場合、一つに束ねて計上している。
・合併・分社等の後、名義変更がなされていない場合はデータに反映されていない。
・昨年から今年にかけての合併・分社等による名義変更により、昨年公表した出願件数等の数字と異なる部分がある。
・２０１４年４月データ取得。

http://www.inpit.go.jp/info/j_platpat_info/index.html

「J-PlatPat」の
情報を発信中！

気になる

！

刈谷市相生町 2-29-1

新連載！福井県小浜市に移住したサーチャーが、移住に

より見えた景色を、知財の視点からご紹介いたします。

新潟県燕三条はものづくりの街として、いろいろな

取り組みを行っております。

地方創成　いま、ものづくりのまちでは

御食国から物申す

監視機能であるＳＤＩとウォッチング

も、いよいよ試用スタート！

インターネット特許情報
検索サービスHYPAT-i2

２面

３面

ブックステーション ３面

４面
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特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
始
の
お
知
ら
せ

～
よ
り
身
近
で
使
い
や
す
い

　
　特
許
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て
～

・

特許情報フェア＆
コンファレンス 2014

発
明
通
信
社
の
見
所
と
は
!?

の
紹
介
に
、
新
た
な
仲
間
が
集
結
！

i2



2014 年 11 月 5 日（2）
　

Ｓ
Ｄ
Ｉ
機
能
は
、
検
索
式

を
登
録
す
る
こ
と
で
、
公
報

の
発
行
に
合
わ
せ
て
、
結
果

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

ｉ
で
は
、
発
行
毎
／
月
１

回
／
月
２
回
と
デ
ー
タ
の
発

行
を
待
っ
て
内
容
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
が
、
ｉ
２
で
は

自
動
で
、
発
行
毎
に
デ
ー
タ

の
蓄
積
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
閲
覧
す
る
時
に
、

画
面
上
で
発
行
毎
、月
１
回
、

月
２
回
の
切
り
替
え
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

月
１
回
の
配
信
で
申
し
込

ん
だ
場
合
も
、
時
間
の
余

裕
が
あ
る
時
に
、
ｉ
２
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
発
行
毎

で
の
確
認
が
で
き
る
の
で
、

閲
覧
時
点
で
最
新
の
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
毎
週
閲
覧
し
て
い
る
Ｓ

Ｄ
Ｉ
を
、時
折
半
月
分
、１
ヶ

月
分
で
ま
と
め
て
見
直
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。（
下
図
①
）

　

デ
ー
タ
蓄
積
方
法
の
変
更

に
伴
い
、
ｉ
で
は
デ
ー
タ
配

信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
設
定
し

て
い
た
「
配
信
サ
イ
ク
ル
」

を
、
ｉ
２
で
は
「
通
知
サ
イ

ク
ル
」
と
し
て
、
メ
ー
ル
通

知
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
定
す

る
機
能
へ
と
変
更
し
ま
し

た
。

　

ｉ
２
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
目

次
一
覧
に
配
信
中
／
停
止
中

の
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
停
止
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
式
が
な
い

か
、
一
目
で
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（
左
図
②
）

　

ま
た
、「
誰
が
」、「
何
を
」

変
更
し
た
か
、
検
索
式
変
更

後
、「
い
つ
か
ら
新
し
い
式

で
配
信
さ
れ
て
い
る
か
？
」

が
分
か
る
よ
う
に
、「
Ｓ
Ｄ

Ｉ
実
行
検
索
式
確
認
」や「
Ｓ

Ｄ
Ｉ
登
録
」
画
面
を
設
け
ま

し
た
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｉ
実
行
検
索
式
確

認
」
は
、
発
行
日
の
日
付
欄

横
に
テ
キ
ス
ト
ア
イ
コ
ン
を

設
け
、
配
信
結
果
毎
に
い
つ

か
ら
新
し
い
式
か
の
確
認
が

で
き
ま
す
。
現
在
は
ｉ
と
連

携
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
確

認
画
面
で
は
ｉ
の
実
行
式
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
左

図
③
）

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｉ
登
録
」
画
面
で

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
一
覧
の
テ
ー
マ

名
を
押
す
こ
と
で
登
録
画
面

へ
遷
移
い
た
し
ま
す
。
申
込

画
面
下
に
あ
る
「
登
録
内
容

変
更
の
履
歴
を
確
認
す
る
」

の
リ
ン
ク
よ
り
過
去
の
変
更

状
況
を
表
示
し
ま
す
。（
左

図
④
）

　

ま
た
、
登
録
画
面
で
は

テ
ー
マ
名
や
テ
ー
マ
メ
モ
を

始
め
、
検
索
式
、
配
信
メ
ン

バ
ー
、
通
知
サ
イ
ク
ル
な
ど

変
更
で
き
、
検
索
式
の
変
更

に
つ
い
て
は
新
た
に
「
件
数

チ
ェ
ッ
ク
」
を
追
加
し
登
録

前
に
大
よ
そ
の
件
数
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
分

類
ガ
イ
ド
や
検
索
ア
シ
ス
ト

機
能
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
な
ど

補
助
機
能
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ｉ
で
好
評
の
目
次
一
覧
に

お
け
る
３
色
表
示
は
、
ｉ
２

に
も
引
き
継
が
れ
ま
す
。
閲

覧
状
況
を
３
つ
に
分
け
、
未

着
手
が
青
色
、
着
手
済
み
が

赤
色
、
作
業
完
了
が
黒
色
で

表
示
す
る
の
で
、
閲
覧
の
進

捗
状
況
を
素
早
く
把
握
で
き

る
機
能
で
す
。
評
価
を
行
っ

た
件
数
の
表
示
も
追
加
し
ま

し
た
。

　

加
え
て
、「
未
閲
覧
の
み
」、

「
未
評
価
の
み
」
の
選
択
し
、

目
次
一
覧
画
面
へ
遷
移
す
る

と
、
作
業
済
を
除
い
た
案
件

を
表
示
す
る
た
め
、
効
率
的

に
結
果
の
確
認
が
で
き
ま

す
。（
上
図
⑤
）

　

こ
の
よ
う
な
機
能
を
搭
載

す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
見

え
る
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
ｉ
２
（
以
下
「
ｉ
２
」）
の
お
試
し

リ
リ
ー
ス
期
間
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
Ｈ
Ｙ
Ｐ

Ａ
Ｔ
‐
ｉ
（
以
下
「
ｉ
」）
の
配
信
結
果
を
ｉ
２
の
画

面
で
確
認
。
ｉ
２
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
ど
の

よ
う
に
見
え
、
何
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｉ

見
え
る
化

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

案
件
の
経
過
を
監
視
す
る

機
能
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。
ｉ

２
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
機
能
は

今
ま
で
と
同
様
に
特
定
案
件

を
登
録
し
、
進
捗
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ｉ
２
の
一
覧
は
番
号
の
情

報
だ
け
で
な
く
、
出
願
人

を
表
示
し
、
す
ぐ
に
何
の

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
か
を
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
一
覧
で

も
、
ｉ
で
好
評
の
更
新
情
報

を
表
す
３
色
表
示
は
引
き
継

が
れ
る
予
定
で
す
。
赤
色
＝

監
視
項
目
に
変
更
有
、
青
色

＝
監
視
項
目
以
外
に
変
更
有

り
、
黒
色
は
変
更
無
し
、
で

す
。

　

今
ま
で
の
機
能
を
残
し

て
、見
せ
方
に
工
夫
を
加
え
、

よ
り
操
作
し
や
す
く
な
っ
た

ｉ
２
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
／
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
機
能
。
ぜ
ひ
お
試
し
く

だ
さ
い
。

HYPAT-i2
「ｉ２のＳＤＩ・ウォッチング機能」

ハイ　　　　　　　パット アイツー

「誰が」「何を」「いつ」

を分かりやすく！

重要

メモの中身を表示！
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熟
し
た
柿
を
小
鳥
た
ち

が
啄
み
一
年
の
収
穫

を
楽
し
む
実
り
の
秋
を
迎
え

ま
し
た
。
秋
を
人
生
に
例
え

る
な
ら
、経
験
を
積
み
重
ね
、

実
務
者
か
ら
管
理
者
の
能
力

を
求
め
ら
れ
る
時
期
で
し
ょ

う
か
。ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
、

私
は
二
十
年
以
上
勤
め
た
会

社
を
早
期
退
職
し
、
関
東
か

ら
こ
こ
福
井
県
小
浜
市
に
移

住
を
し
ま
し
た
。
今
回
な
ぜ

私
が
、
都
会
か
ら
小
浜
へ
移

住
し
た
の
か
、
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

福
井
県
は
北
陸
に
属
す

る
の
で
す
が
、
小
浜

は
日
本
海
で
も
波
穏
や
か
な

若
狭
湾
の
中
ほ
ど
に
あ
り
、

琵
琶
湖
の
北
側
に
位
置
し
ま

す
。
京
都
ま
で
は
車
で
１
時

間
程
な
の
に
、
県
庁
所
在
地

で
あ
る
福
井
市
ま
で
は
高
速

を
使
っ
て
も
１
時
間
半
か
か

り
ま
す
。
北
陸
に
属
し
て
は

い
て
も
、
言
葉
や
文
化
は
京

都
や
大
阪
に
近
く
、私
は「
小

浜
は
近
畿
だ
」
と
思
っ
て
ま

す
。子

供
の
こ
ろ
奈
良
に
住

み
、
お
寺
が
格
好

の
遊
び
場
で
あ
っ
た
せ
い

か
、
神
社
仏
閣
が
大
好
き
で

し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
、

白
洲
正
子
の
「
か
く
れ
里
」

「
十
一
面
観
音
巡
礼
」
に
感

銘
し
、
奈
良
・
近
江
・
若
狭

を
中
心
に
旅
し
て
ま
わ
り
ま

し
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
来

る
観
光
寺
は
避
け
、
平
安
時

代
以
前
建
立
の
寺
院
仏
閣
、

地
元
住
民
に
祀
ら
れ
た
「
か

く
れ
寺
」
を
訪
ね
歩
き
ま
し

た
。
初
め
て
小
浜
に
訪
れ
た

の
は
、
か
れ
こ
れ
十
年
以
上

前
に
な
り
ま
す
。
小
浜
市
民

は
旅
行
者
を
観
光
客
扱
い
を

せ
ず
、
地
元
民
同
様
に
接
し

ま
す
。
そ
の
自
然
な
気
さ
く

さ
が
、
私
に
と
っ
て
居
心
地

が
良
か
っ
た
の
で
す
。
さ
ら

に
、
海
・
山
・
里
の
幸
に
恵

ま
れ
、
夏
は
気
温
が
高
く
と

も
日
陰
は
涼
し
く
、
雪
も
さ

ほ
ど
に
積
も
ら
な
い
、
風
光

明
美
な
上
に
伝
統
文
化
も
数

多
く
、
ま
る
で
桃
源
郷
だ
っ

た
の
で
す
。

　

あ
る
年
の
冬
、
予
定
し
て

い
た
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。「
今
年
の

年
末
、
暇
だ
し
、
小
浜
の
不

動
産
を
現
地
調
査
し
よ
う
か

～
」
と
夫
婦
で
小
浜
に
出
か

け
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
地
方
都
市

の
不
動
産
は
、
ど
う

や
っ
て
調
べ
ま
す
か
？
住
宅

情
報
な
ど
全
国
ネ
ッ
ト
の

サ
ー
チ
サ
イ
ト
で
は
、
地
方

の
物
件
は
偏
り
が
あ
り
不

十
分
で
す
。
そ
こ
で
サ
ー

チ
ャ
ー
な
ら
で
は
の
発
想

で
、
福
井
県
宅
建
協
会
な
ど

か
ら
不
動
産
会
社
一
覧
表
を

作
成
し
、
各
会
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
探
し
て
不
動
産
情

報
を
入
手
し
ま
し
た
。
気
に

入
っ
た
物
件
は
、
小
浜
市
の

　

本
書
は
、
特
許
侵
害
訴
訟

及
び
審
決
取
消
訴
訟
の
裁
判

例
を
集
積
し
、
論
点
毎
に
出

願
人
（
特
許
権
者
）
に
有
利

な
事
例
と
不
利
な
事
例
を
集

積
し
た
「
事
典
」
で
す
。

　

特
許
実
務
家
と
し
て
は
、

依
頼
者
か
ら
相
談
を
受
け
た

具
体
的
事
例
に
つ
い
て
、
裁

判
所
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す

る
か
見
通
し
を
立
て
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
更
に
言

え
ば
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の

裁
判
例
が
整
合
す
る
訳
で
は

な
い
と
す
れ
ば
、
当
該
具
体

的
事
例
に
つ
い
て
、
依
頼
者

に
有
利
な
裁
判
例
を
迅
速
に

調
査
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
も
、非
常
に
有
用
で
す
。

著
者　

高
石
秀
樹

発
行　

中
央
経
済
社

定
価　

６
２
６
４
円
（
込
）

　
　
　

Ａ
５
判　

４
４
０
頁

　
「
特
許
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」（
平
成
26
年

法
律
第
36
号
）、「
著
作
権
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

（
平
成
26
年
法
律
第
35
号
）、

「
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」（
平
成
26

年
法
律
第
69
号
）
等
に
よ
り

知
的
財
産
権
に
係
る
法
律
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
本
書
は
、

こ
の
法
律
改
正
に
つ
い
て
平

成
27
年
１
月
１
日
時
点（「
著

作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
施
行
日
）
の
法
令

を
取
り
こ
み
、
同
時
点
で
未

施
行
の
改
正
条
文
を
表
示
し

た
「
法
文
集
」
の
最
新
の
改

訂
版
で
す
。

編
集
発
行　

発
明
推
進
協
会

定
価　

２
３
０
０
円
（
込
）

　
　
　

Ａ
６
版 

１
１
５
２
頁

旧
城
下
町
で
、向
い
が
お
寺
、

裏
が
神
社
の
奥
の
院
と
い
う

神
社
仏
閣
好
き
な
私
に
と
っ

て
こ
の
上
な
い
環
境
、
さ
ら

に
、
両
隣
り
に
お
住
ま
い
の

方
が
と
て
も
良
い
人
だ
っ
た

の
で
す
。
と
り
あ
え
ず
土
地

だ
け
買
っ
て
定
年
退
職
後
に

…
と
考
え
た
の
で
す
が
、
家

族
の
事
情
で
早
期
に
移
住
と

な
り
ま
し
た
。

小
浜
市
民
に
な
る
と
決

め
た
の
は
、
神
社
仏

閣
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
、
と
い

う
安
易
な
気
持
ち
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。環
境
と
し
て
、

・
街
の
す
ぐ
近
く
に
き
れ
い

な
海
と
山
が
あ
る
こ
と

・
河
口
近
く
の
川
の
水
が
、

透
明
で
き
れ
い
な
こ
と

・
道
に
空
き
缶
や
吸
い
殻
が

落
ち
て
い
な
い
こ
と

・
人
が
善
良
で
治
安
が
良
い

こ
と

　

小
浜
は
昭
和
の
良
き
時
代

の
暮
ら
し
が
継
続
さ
れ
て
い

て
、
小
学
生
は
す
れ
違
う
大

人
に
挨
拶
を
す
る
習
慣
が
あ

り
ま
す
。
都
会
で
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。
利
便
性

と
し
て
は
、

・
光
回
線
が
あ
る
こ
と

・
水
道
水
が
湧
水
、
下
水
道

完
備

・
役
場
や
金
融
機
関
、
ス
ー

パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が

近
く
に
あ
る
こ
と

　

た
と
え
ば
、
市
役
所
の
手

続
き
を
し
て
銀
行
の
窓
口
に

行
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い

物
を
し
て
も
30
分
で
家
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
効
率

的
ミ
ニ
マ
ム
社
会
な
の
で
す
。

本
号
か
ら
御
食
国
で
あ

る
小
浜
在
住
サ
ー

チ
ャ
ー
の
目
で
見
る
モ
ノ
こ

と
を
連
載
い
た
し
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

欧
州
特
許
出
願
の
た
め
の
必

備
書
！

　

欧
州
特
許
条
約
・
同
施
行

規
則
に
基
づ
き
欧
州
出
願
・

欧
州
特
許
の
審
査
の
諸
局
面

に
お
い
て
採
る
べ
き
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
・
手
続
に
関
す
る
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

２
０
１
２
年
６
月
版
で
は

構
成
を
大
幅
に
変
更
し
、
更

に
２
０
１
３
年
９
月
版
は
特

許
性
に
関
す
る
新
た
な
ケ
ー

ス
ロ
ー
な
ど
最
新
の
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
を
反
映
さ
せ
て
い
ま

す
。

編
集　

Ｅ
Ｐ
Ｏ

翻
訳
発
行　

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・

　
　
　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
　
　

Ｂ
５
版   

７
８
８
頁

　
　
　

追
補
加
除
式
特
製
バ

　
　
　

イ
ン
ダ
ー

定
価　

２
０
４
０
０
円（
込
）

　

本
書
は
、
著
者
が
、
全
て

の
拒
絶
理
由
に
対
す
る
権
利

行
使
を
考
慮
し
た
応
答
（
意

見
書
・
補
正
書
・
分
割
）
の

仕
方
を
、
判
例
を
引
用
し
な

が
ら
網
羅
的
に
解
説
し
た
も

の
で
す
。

著
者　

大
貫
進
介

発
行　

発
明
推
進
協
会

定
価　

３
４
５
６
円
（
込
）

　
　
　

Ａ
５
版     

３
３
０
頁

（表題写真）小浜市街から東に車で１０分、紺碧の海を背景にした
田烏の棚田（上写真）小浜市の街中、白鳥海岸の夕日

論
点
別

特
許
裁
判
例
辞
典

迅
速
な
調
査
と
活
用
の
た
め
に

ご
紹
介
し
た
書
籍
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
注
文
は
こ
ち
ら
ま
で
。

03-5281-5511
info@hypatweb.jp

平
成
26
年
改
正

知
的
財
産
権
法
文
集

平
成
27
年
１
月
１
日
施
行
版

欧
州
特
許
庁
審
査
便
覧

（
日
本
語
版
）

G
uidelines for Exam

ination 
in the E

uropean P
atent 

O
ffice

（
２
０
１
３
年
９
月
版
）

特
許
出
願
の
中
間
手
続

基
本
書　

第
３
版



Impact! 燕三条 !
地方発が世界を変える

燕三条ものづくり
メッセ 2014
（一財）燕三条地場産業
 振興センター

専務理事
塩浦時宗氏

主事
澁谷一真氏

三条市商工課

燕三条工場の
祭典とは

こうば

燕三条ブランドに
ついて

（一財）燕三条地場産業
 振興センター

ブランド推進室
室長

山田隆雄氏

いま、ものづくりのまちでは！

地方創成

2014 年 11 月 5 日（4）

　

こ
の
メ
ッ
セ
は
、
燕
三
条

地
域
の
多
様
な
技
術
や
製
品

　
こ
の
度
は
ご
紹
介
し
て
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
三
木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
所
属
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
電

撃
ブ
リ
ッ
ツ
と
申
し
ま
す
。

　「
え
？
誰
？
」
と
思
う
方

し
か
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
軽
く

自
己
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
私
が
ボ
ケ
担
当
の
伊
志

嶺
政
博
と
申
し
ま
す
（
写

真
右
）。
色
黒
で
ね
ず
み
顔

の
「
ス
タ
イ
ル
は
い
い
ん
だ

け
ど
ね
ぇ
～
」
と
よ
く
人
か

ら
言
わ
れ
る
ひ
ょ
ろ
り
ん
ボ

デ
ィ
の
優
男
。
ツ
ッ
コ
ミ
担

当
の
相
方
は
手
間
本
祐
樹
と

い
い
ま
し
て
、
え
な
り
か
ず

き
と
同
じ
30
才
、
色
白
で

ぱ
っ
ち
り
お
目
め
の
梟
顔
な

こ
れ
ま
た
「
ス
タ
イ
ル
は
い

い
ん
だ
け
ど
ね
ぇ
～
」
タ
イ

プ
の
優
男
（
写
真
左
）。
共

に
似
た
体
型
で
珍
し
い
苗
字

の
内
気
な
草
食
系
な
お
笑
い

コ
ン
ビ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ネ
タ
は
主
に
コ
ン
ト
を

や
っ
て
お
り
ま
し
て
相
方
の

「
お
前
、人
生
の
半
分
を
ゲ
ー

ム
と
漫
画
で
過
ご
し
て
き
た

だ
ろ
！
」
と
思
っ
て
し
ま
う

様
な
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
ツ
ッ
コ

ミ
が
特
徴
？
で
す
。

　
新
宿
を
中
心
に
ラ
イ
ブ
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

も
し
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら

一
度
、
見
に
来
て
下
さ
い
。

　
で
は
、さ
い
な
ら
×
２（
淀

川
長
治
風
）

　発明、それは未だに世に出ていない
新しいものが世に出るということ。と
いうことで今回は未だに世に出ていな
い注目の若手芸人を紹介したいと思い
ます。
　ボケのほうはなんと発明通信社員の
お兄さんだとか、そうでないとか・・・。

　（一財）三条地場産業振興センターで月１回の知財相談や、
知財関連セミナー、三条商工会議所のベトナムへの草の根技術
協力事業等への関わりを通して、ものづくりのまち燕三条地域
の元気な地方創成の姿を目の当たりにしています。是非、石破
地方創成担当大臣をはじめ日本中の皆様に知っていただきたい
と思いここに報告させて頂きます。元気な主役達の生の声を聞
いてください。（写真は、燕三条畑の朝カフェの様子）

三条商工会議所

草の根技術協力事業
（地域経済活性化特別枠）　
「バリア・ブンタウ省に
おける金属関連裾野
産業振興支援並びに
人材育成事業」

専務理事
木村文夫氏

　

金
属
加
工
の
産
地
で
あ
る

当
地
域
に
お
い
て
、
包
丁
や

調
理
器
具
、
農
具
、
大
工
道

　

当
地
域
で
進
め
て
い
る

「
燕
三
条
ブ
ラ
ン
ド
」。
そ
の

目
的
は
、
地
域
名
を
冠
し
た

プ
ロ
ダ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
構

築
す
る
も
の
で
は
な
く
、
燕

三
条
に
あ
る
地
域
資
源
を
フ

ル
に
活
用
し
て
そ
う
し
た
資

源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
創
り
上

げ
て
燕
三
条
の
魅
力
を
一
つ

の
価
値
に
統
合
し
て
表
現
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
食
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
、
有
志
が
「
燕
三
条
畑
の

朝
カ
フ
ェ
実
行
委
員
会
」
を

組
織
し
、
農
家
の
農
園
を
舞

台
に
、
地
元
の
農
産
物
や
カ

ト
ラ
リ
ー
な
ど
を
使
っ
て
開

　

当
事
業
は
ベ
ト
ナ
ム
の
バ

リ
ア
・
ブ
ン
タ
ウ
省
が
「
金

属
関
連
裾
野
産
業
を
育
成
し

た
い
」
と
の
強
い
要
望
と
国

内
市
場
が
縮
小
傾
向
に
あ

り
、
市
場
の
拡
大
が
見
込
め

る
ア
ジ
ア
地
域
の
販
路
開
拓

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
当

地
域
と
の
間
で
、
産
業
集
積

地
と
し
て
求
め
ら
れ
る
人
材

育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
を
通

し
て
、
相
互
理
解
に
よ
る
信

頼
関
係
を
構
築
し
、
両
地
域

の
経
済
活
性
化
に
資
す
る
た

め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

燕
三
条
地
域
に
足
を
運
ぶ

た
び
に
地
方
、
そ
し
て
中
小

企
業
に
ま
で
お
よ
ぶ
、
ア
イ

デ
ア
、
デ
ザ
イ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
の
知
財
の
広
が
り
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
地
方
自

ら
が
当
該
地
域
の
特
性
を
生

か
し
、
日
々
の
活
動
を
通
し

地
方
創
成
に
立
ち
向
か
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
日
本
全
国

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。（
ジ
ー
ベ
ッ

ク
国
際
特
許
事
務
所　

所
長

弁
理
士
清
水
善
廣
）

催
す
る
「
燕
三
条
畑
の
朝
カ

フ
ェ
」
の
開
催
等
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。「
燕
三
条
畑
の

朝
カ
フ
ェ
」
で
は
、
朝
の
農

園
で
の
農
業
体
験
や
朝
食
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な
が

ら
、
お
客
様
と
直
接
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
す
る
こ
と

で
、
農
園
主
自
身
や
地
元
農

産
物
・
使
用
す
る
地
元
生
産

の
カ
ト
ラ
リ
ー
な
ど
の
素
晴

ら
し
さ
や
想
い
を
伝
え
る
こ

と
が
出
来
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
こ
の

地
域
の
「
も
の
づ
く
り
」
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
地
域
の
産

業
の
歴
史
、
国
、
地
方
の
産

業
支
援
政
策
を
理
解
し
て
も

ら
っ
た
上
で
、
当
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
人
材
育
成
の
例

と
し
て
デ
ザ
イ
ン
、
知
財
、

顧
客
満
足
等
の
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
体
験

を
扱
う
も
の
づ
く
り
企
業
等

が
出
展
す
る
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
と
し
た

日
本
海
側
最
大
級
の
展
示
会

で
す
。
燕
三
条
の
産
業
は
金

属
加
工
を
核
に
幅
広
い
分
野

に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
一
堂
に
集
め
た
展
示
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
燕
三
条

地
域
が
持
つ
も
の
づ
く
り
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
来

場
者
に
実
感
さ
せ
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
燕
三
条
で
の
開
催

は
、
展
示
会
場
で
商
談
し
た

後
に
工
場
で
現
場
を
確
認
し

な
が
ら
具
体
的
な
打
合
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
大

都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
面
の

不
利
を
は
ね
除
け
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

我
々
と
し
て
は
、
も
の
づ

く
り
メ
ッ
セ
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
出
展
企
業

が
こ
の
メ
ッ
セ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
技
術
開
発
や
製
品

具
な
ど
の
高
い

生
産
技
術
を
誇

る
工
場
が
、
普

段
は
閉
ざ
さ
れ

た
空
間
で
あ
る

も
の
づ
く
り
の

現
場
を
一
斉
に

開
放
す
る
こ
と

で
、
職
人
の
手

仕
事
や
各
工
場

で
実
施
さ
れ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
、

一
般
の
人
々
が

も
の
づ
く
り
を

見
学
・
体
感
す

る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
で

講
義
も
取
り
入
れ
、
工
場
見

学
、
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
１
日

体
験
、
そ
し
て
今
回
２
回
目

の
三
条
セ
ミ
ナ
ー
を
10
月
開

催
の
「
燕
三
条
も
の
づ
く
り

メ
ッ
セ
２
０
１
４
」
に
合
わ

せ
て
実
施
し
、
展
示
会
場
へ

も
案
内
し
、
当
地
域
の
も
の

づ
く
り
の
集
積
力
を
肌
で
感

じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
当
地
域
の
真
摯
な
も
の

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
高
く

評
価
し
て
お
り
、
何
と
か
自

国
に
導
入
で
き
な
い
か
と
い

う
熱
い
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。

　

進
行
中
の
当
事
業
を
通
じ

て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
勢
い
を
実

感
す
る
と
共
に
、
バ
リ
ア
・

ブ
ン
タ
ウ
省
の
皆
さ
ん
と
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
多

く
の
専
門
家
の
皆
さ
ん
、
ベ

ト
ナ
ム
に
進
出
し
て
い
る
地

域
企
業
の
皆
さ
ん
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
繋
が
っ
た
こ
と

が
、将
来
の
三
条
と
バ
リ
ア
・

ブ
ン
タ
ウ
省
の
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
の
種
ま
き
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
、
次
に
つ
な
が

る
成
果
の
一
つ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

す
。
自
由
に
工
場
を
訪
問
で

き
、
見
学
で
き
る
工
場
は
地

域
全
域
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス

や
工
場
の
様
子
を
感
じ
て
も

ら
う
機
会
を
一
般
の
方
や
バ

イ
ヤ
ー
な
ど
に
提
供
す
る
こ

と
で
、
も
の
の
価
値
や
工
場

の
魅
力
に
気
付
い
て
も
ら

い
、顧
客
や
フ
ァ
ン
の
開
拓
、

雇
用
や
後
継
者
の
確
保
な
ど

に
つ
な
げ
て
い
く
と
共
に
、

地
域
資
源
で
あ
る
工
場
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
で
、
地
方
都
市
で
あ
る
燕

三
条
地
域
に
日
本
全
国
・
海

外
か
ら
人
が
集
ま
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

開
発
を
進
め
、
も
の
づ
く
り

メ
ッ
セ
を
そ
れ
ら
の
発
表
の

場
と
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

さ
ら
に
多
く
の
商
談
が
生
ま

れ
る
出
会
い
の
場
と
な
る
よ

う
、
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工場の祭典

ベトナムでの交流


